



































































































コラテラル 	 1,236（41.1%） 	 1,740（58.8%） 	 3,004（100%）
プラダを着た悪魔 	 238（43.1%） 	 313（56.8%） 	 551（100%）
オズの魔法使い 	 697（40.6%） 	 1,013（59.3%） 	 1,710（100%）
ベンジャミン・バトン 	 1,001（44.9%） 	 1,224（55.0%） 	 2,225（100%）
サウンドオブミュージック 	 240（40.1%） 	 358（59.8%） 	 598（100%）




した時のそれぞれの割合であるが、これが字幕では 39.0 〜 44.9% の間、吹き替え























	 176（51.9%） 	 163（48.0%） 	 339（100%） 	 494
♪マリア♪ 	 472（49.7%） 	 476（50.2%） 	 948（100%） 	 1,391
♪自信を持って♪ 	 416（53.3%） 	 364（46.6%） 	 780（100%） 	 1,282
♪もうすぐ 17 才♪ 	 314（47.8%） 	 342（52.1%） 	 656（100%） 	 748
♪私のお気に入り♪ 	 370（43.6%） 	 477（56.3%） 	 847（100%） 	 1,187
♪ドレミの歌♪ 	 162（51.9%） 	 150（48.0%） 	 312（100%） 	 415
♪エーデルワイス♪ 	 78（54.9%） 	 64（45.0%） 	 142（100%） 	 137
♪さようなら、
　おやすみなさい♪
	 204（49.8%） 	 205（50.1%） 	 409（100%） 	 630
♪ウィリー・ウォンカ♪ 	 137（43.4%） 	 178（56.5%） 	 315（100%） 	 409
♪オーガスタス・
　グループ♪
	 157（49.2%） 	 162（50.7%） 	 319（100%） 	 469
♪バイオレット・
　ボーレガード♪
	 151（46.8%） 	 171（53.1%） 	 322（100%） 	 528
♪ベルーカ・ソルト♪ 	 209（55.0%） 	 171（45.0%） 	 380（100%） 	 556





















































コラテラル 	 1,308（42.5%） 	 1,765（57.4%） 	 3,073（100%）
プラダを着た悪魔 	 239（42.4%） 	 324（57.5%） 	 563（100%）
オズの魔法使い 	 689（40.4%） 	 1,013（59.5%） 	 1,702（100%）
ベンジャミン・バトン 	 1,022（44.3%） 	 1,284（55.6%） 	 2,306（100%）
サウンドオブミュージック 	 281（40.9%） 	 406（59.0%） 	 687（100%）









































242（62.6%） +99 144（37.3%） +1 386（100%） 143
♪マリア♪ 543（52.9%） +91 482（47.0%） +30 1025（100%） 452
♪自信を持って♪ 495（55.2%） +105 401（44.7%） +11 896（100%） 390
♪もうすぐ 17 才♪ 369（54.8%） +103 304（45.1%） +38 673（100%） 266
♪私のお気に入り♪ 401（49.3%） +70 411（50.6%） +80 812（100%） 331
♪ドレミの歌♪ 154（52.7%） +22 138（47.2%） +6 292（100%） 132
♪エーデルワイス♪ 95（58.2%） +35 68（41.7%） +8 163（100%） 60
♪さようなら、
　おやすみなさい♪
208（51.4%） +19 196（48.5%） +7 404（100%） 189
♪ウィリー・
　ウォンカ♪
123（47.4%） -15 136（52.5%） -2 259（100%） 138
♪オーガスタス・
　グループ♪
159（49.3%） +25 163（50.6%） +29 322（100%） 134
♪バイオレット・
　ボーレガード♪
154（50.4%） 0 151（49.5%） -3 305（100%） 154
♪ベルーカ・ソルト♪ 221（53.6%） +55 191（46.3%） +25 412（100%） 166
♪マイク・ティービー♪ 187（46.4%） -56 216（53.5%） -27 403（100%） 243
































原文 字幕 形態 増減 吹き替え 形態 増減
The	110 省略 − 110 だと 直訳 =
turns	into 突っ込むわ 直訳 = でしょ 意訳 −
a	parking	lot 渋滞に 意訳 = 渋滞 意訳 =































































































	 全 114 件（100%）
直訳 58％
省略 21％
追加 5％
意訳 16％
直訳
意訳
省略
追加
図 3．歌部分字幕の分類
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　字幕、吹き替え共に直訳が最も多いというのは会話部分と共通している。
　ただし字幕における直訳の割合が会話部分よりも大きく、省略・意訳の割合との
差が広がっている。逆に吹き替えでは直訳、省略、意訳の割合の差が小さくなって
おり、歌部分字幕の翻訳形態の割合分布が会話部分吹き替えの割合分布に近く、歌
部分吹き替えの翻訳形態の割合分布は会話部分字幕の割合分布に近い、という興味
深い結果が現れた。	歌部分の吹き替えでは曲に合うようにする為、字幕同様に文
字数が制限されている。そのため、字幕の会話部分と吹き替えの歌部分とで翻訳
形態の分布が類似しているのではないかと考えられる。曲によっても違うだろう
が、歌詞を通常の会話文のように読み上げるのと、メロディーに乗せて歌ったのと
では、メロディーに乗せて歌う方が長時間かかるものと思われる。こういったメロ
ディーの長さにより、歌詞字幕においては逆に文字数に余裕ができるのではないだ
ろうか。このことから、歌部分の字幕翻訳が、会話部分の吹き替え翻訳の形態分布
に類似していることに関係しているのではないかと予想できる。
　また、このことと、歌部分字幕には無かった変化が歌部分吹き替えでは 7件ある
ことからも、歌部分の翻訳に関しては字幕の方が情報の減少が少なく、原文に近い
翻訳になっており、吹き替えは、省略の多用、原文と関係の薄い文となっているな
ど、情報量の減少が字幕よりも多いことがわかる。
直訳 34％
省略 31％
追加 4％
変化 6％
意訳 25％
直訳
意訳
省略
追加
変化
図 4．歌部分吹き替えの分類
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　上でまとめた翻訳形態以外に見られた特徴としては、
・字幕では同単語や節の繰り返しは一度に統合し、吹き替えでは原文同様に繰り
返し行う。
・吹き替えでは外来語で表現している単語を、字幕では日本語にしている、とい
う例は複数見受けられたが、その逆は今回の調査対象には無かった。
・吹き替えでは原文そのままの歌詞（英単語）が用いられている箇所が複数あっ
た。
・字幕では原文通りの比喩を翻訳して用い、吹き替えでは一般的な表現を用いる
傾向がある。
といったものがあった。
5．まとめ
会話部分文字数・音節数
　複数の字幕翻訳者が「字幕は文字数を制限されている」という意図の発言をして
いる。これに対し吹き替えの翻訳者の著作などはほとんど存在せず、吹き替えの翻
訳において文字数がどうなっているのか、字幕と吹き替えの文字数に関係があるか
を述べたものは見受けられなかったのだが、本稿の調査において、会話部分にお
いての字幕の文字数：吹き替えの文字数= 4：6程度であるという結果が浮かび上
がった。吹き替えは音声であり、字幕と同じ漢字仮名混じりの表記で文字に直す際
に正確さが下がっている恐れがあるが、音節数においての調査も行い、文字数の
調査とほぼ同じ割合の結果が得られたことから、字幕：吹き替え= 4：6。つまり、
吹き替えの文字数は字幕の 1.5 倍程度であると結論づけることができる。
歌部分文字数・音節数
　歌部分の調査では、字幕の方が文字数が多いもの、吹き替えの方が文字数が多い
もの双方が存在し、全体的に見るとその割合は字幕：吹き替え= 5：5程度である
という結果になった。これは字幕の文字数が増えたのではなく、メロディーに合わ
せる必要のある吹き替えにおいて文字数が制限されているからだということが推測
される。
　また、上記のように文字数の比較では数に大きな差がみられなかった歌部分の比
較であるが、音節数で比較すると吹き替えの方が原文の音節数に近い、という結果
が現れた。このことから、吹き替えでは原曲と同じメロディーに乗せて歌うことの
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できる翻訳とする為に、音節数に制約があるということがわかる。
会話部分の意味内容
　会話部分の意味内容の増減に関しては字幕の方が減少の度合いが強いという結果
であった。会話部分の文字数でみたように字幕の方が吹き替えよりも文字数が少な
い為、この結果は当然と言える。とはいえ字幕でもストーリー進行の理解に不可欠
な要素まで省略されているようなことは見受けられず、表現や細かい情報は変化・
減少しても、要点を上手くまとめた文となっていることを感じた。
歌部分の意味内容
　歌部分に関しては会話部分とは逆に吹き替えの方に多く省略・変化が生じてお
り、正確さや情報量は吹き替えの方が少ないという結論となった。
　メロディーに乗せられる翻訳にしなくてはならない吹き替えでは会話部分のよう
に文字数を増やすことができず、メロディーに配慮しなくて良い字幕ではむしろ歌
が会話よりも長い時間をかけて歌詞が紡がれるという特徴から文字数に余裕ができ
る、ということが上記の一因になっていると考えられる。
6．終わりに
　字幕と吹き替えではそれぞれの性質上、かかる制約が違うために翻訳後の台詞が
違うのは当然と言える。
　本稿において、会話部分では字幕の方が情報量は減少していて、逆に歌部分では
吹き替えの方が情報量が少ない、と結論づけたように、場面によってもどちらが情
報量が少ないのかは大きく異なっている。また、単に“省略”が多いからといって
それがわかり辛い翻訳かというとそうではなく、必要な要点を残し、観客が作品を
理解しやすいように翻訳を行っているのだということを随所に伺うことができ、単
純に優劣をつけて良いものではないということがわかった。
　ただし、外国映画を観る際、翻訳をしたものは原文そのままで観るのとは作品の
内容や印象が違う、という意識は持っていてもよいのではないかと感じた。
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